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研究成果の概要（和文）：３カ年計画による本研究では道徳的美徳の獲得により共同体に貢献することを重視する徳倫
理を経済学に導入して政策を評価する研究およびその関連研究を理論と実証の両面から進めた。成果は国際学術誌（Ja
panese Economic Review, Journal of Applied Econometrics, International Review of Economics and Finance 等
）、および国内学術誌（『感性工学』、『環境経済・政策研究』等）に掲載された他、国際学会等でも発表された。

研究成果の概要（英文）：In this three-year long research project, we conducted both theoretical and 
empirical research on introduction of virtue ethics (ethics theory which emphasizes contributions to the 
community through acquisition of moral virtues) into economics in order to evaluate policies and its 
related research. The research results were published in international academic journals such as Japanese 
Economic Review, Journal of Applied Econometrics, International Review of Economics and Finance, and 
domestic academic journals such as Kansei Engineering and Review of Environmental Economics and Policy 
Studies, and also ware presented at international conferences.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
倫理学の３大理論のうち、帰結主義（功利主
義などの行為の帰結のみを評価する理論）、
義務論（倫理的義務を重視する理論。最も恵
まれない者の効用を最大化するマクシミン
理論は義務論の社会契約での表現）は社会的
厚生関数によって分析することができる。し
かし、共同体への貢献を喜ぶようになる美徳
の獲得を重視する徳倫理理論は、経済学で分
析することが困難であった。理論分析の枠踏
みの構築のためには、関連する実証分析研究
も必要であった。 
 
２．研究の目的 
研究目的は徳倫理を導入する政策評価の理
論的枠組みを構築することと、この枠組みに
用いる内生的利他主義モデルの現実妥当性
を調べることであった。 
 
３．研究の方法 
理論研究では、徳の学習を表現するために、
経済システムの内部で選好が形成されてい
く内生的選好モデルを用い、共同体に貢献す
ることを喜ぶ選好が、そうではない選好より
も社会的に望ましいというメタ選好の考え
を採用する。メタ選好を数学的に分析するた
めに、内生的選好の性質を評価する道徳評価
関数を導入する。道徳評価関数は純粋に徳倫
理の倫理観を表現するが、実際の政策立案者
や投票者は、経済効率も考慮するなど他の２
つの３大倫理学理論に基づく倫理観と徳倫
理をバランスさせて政策を評価していると
考えられる。このために、道徳評価関数と社
会的厚生関数にそれぞれウエート付けして
平均する社会目的関数で、そのような政策評
価を表現する。このアプローチは新しいもの
なので、どのように経済政策評価に用いるこ
とができるか、合理的中毒モデル、内生的社
会的選好モデルなどの内生的選好モデルに
応用し、応用例を作っていく方法を採用した。 
 実証研究では、さまざまな内生的選好モデ
ルの妥当性を実験やアンケート調査による
検証、経済モデルをさまざまなデータから推
定するための構造計量経済学の方法の応用
などの方法を採用した。 
 
４．研究成果 
 理論面では学会発表①が「研究方法」で述
べたアプローチを開発した V.Bhatt と Y. 
Yaguchi との共同研究である。アプローチと
して完成しているが、全く新しい考えを含ん
でいるだけに、代表的な国際学術誌に掲載さ
れるためには、まだ学会発表へのコメントな
どを基に、読者へコミュニケーションの方法
を改善していく必要がある。このアプローチ
と３大倫理学理論との関係を内生的利他主
義モデルを用いてBhatt, Ogaki, and Yaguchi 
(2015, 雑誌論文①)で分析した。 
 実証面では Ito, Kubota, and Ohtake (2015、
雑誌論文⑩)が、内生的社会的選好モデルを

用い、グループ学習を子供の時に受けた大人
は利他性が強い傾向があるなど、教育方法の
違いが利他性に影響していることを示した。
教育政策によって、徳倫理で推奨されるよう
な選好が形成されることを示唆する実証的
証拠といえる。 
 徳倫理は共同体への貢献を重視するので、
利他主義経済行動の理解が深める実証研究
を進めた。例えば環境保護行動は将来世代の
ための利他的行動であり、世界観が行動に影
響していることが考えられる。宗教が世界観
に大きく影響するので、本研究ではキリスト
教、イスラム教、仏教、ヒンズー教などのさ
まざまな宗教の信者が混在しているマレー
シアを含む新しいデータの収集と、これまで
に研究代表者や研究分担者が収集したデー
タの分析を行い雑誌論文⑧、⑯などに発表し
た。 
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